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(54)【発明の名称】 有機ＥＬ表示装置及びその製造方法

(57)【要約】
【課題】  フルカラー表示を行う有機ＥＬ表示装置にお
いて、有機層上に形成される第２電極の局部的な不良抵
抗や断線を無くす。
【解決手段】  複数の第１電極２間を跨って、第１電極
２及び絶縁膜３上に、正孔注入層４０及び正孔輸送層４
１が形成されている。各色毎の領域６０ａ，６０ｂ，６
０ｃが選択されて、それぞれの領域に、発光層４２ａ，
４２ｂ，４２ｃ、電子輸送層４３ａ，４３ｂ，４３ｃ、
電子注入層４４ａ，４４ｂ，４４ｃが形成され、これら
の正孔注入層，正孔輸送層，発光層，電子輸送層，電子
注入層からなる有機層は、各色毎に選択された領域６０
ａ，６０ｂ，６０ｃを連ねて連続層を形成している。各
色毎の有機層は、発光効率を調整するために膜厚を異な
らせており、それによって有機層表面には段差が形成さ
れるが、第２電極の膜厚を発光層と電子輸送層とを加え
た値の最大値より大きく設定する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  基板上に形成した複数の第１電極と、該
第１電極上に形成した正孔輸送層，ＲＧＢ何れかの色を
発光する発光層及び電子輸送層を含む有機層と、該有機
層上を覆って形成された第２電極とからなる有機ＥＬ表
示装置において、
前記有機層は各色毎に選択された領域を連ねた層に形成
され、前記第２電極は、その膜厚を前記有機層における
発光層と電子輸送層とを加えた各色膜厚の中での最大値
より大きい膜厚値とすることを特徴とする有機ＥＬ表示
装置。
【請求項２】  基板上に形成した複数の第１電極と、該
第１電極上に形成した正孔輸送層，ＲＧＢ何れかの色を
発光する発光層及び電子輸送層を含む有機層と、該有機
層上を覆って形成された第２電極とからなる有機ＥＬ表
示装置において、
前記有機層は各色毎に選択された領域を連ねた層に形成
され、前記電子輸送層は各色毎に選択された領域に形成
される第１の層と各色共通に形成される第２の層とから
なることを特徴とする有機ＥＬ表示装置。
【請求項３】  基板上に複数の第１電極を形成し、該第
１電極上に正孔輸送層，ＲＧＢ何れかの色を発光する発
光層及び電子輸送層を含む有機層を形成し、該有機層上
を覆って第２電極を形成する有機ＥＬ表示装置の製造方
法において、
前記有機層を各色毎に選択した領域を連ねた層に形成
し、前記第２電極を、前記有機層における発光層と電子
輸送層とを加えた各色膜厚の中での最大値より大きい膜
厚となるように、前記有機層上に蒸着することを特徴と
する有機ＥＬ表示装置の製造方法。
【請求項４】  基板上に複数の第１電極を形成し、該第
１電極上に正孔輸送層，ＲＧＢ何れかの色を発光する発
光層及び電子輸送層を含む有機層を形成し、該有機層上
を覆って第２電極を形成する有機ＥＬ表示装置の製造方
法において、
前記有機層を各色毎に選択した領域を連ねた層に形成す
るにあたって、各色毎に選択された領域に第１の電子輸
送層を蒸着した後、各色共通に第２の電子輸送層を一様
に蒸着することを特徴とする有機ＥＬ表示装置の製造方
法。
【請求項５】  基板上に複数の第１電極を形成し、該第
１電極上に正孔輸送層，ＲＧＢ何れかの色を発光する発
光層及び電子輸送層を含む有機層を形成し、該有機層上
を覆って第２電極を形成する有機ＥＬ表示装置の製造方
法において、
前記有機層を各色毎に選択した領域を連ねた層に形成す
るにあたって、各色毎に選択された領域に第１の電子輸
送層を蒸着した後、各色共通に第２の電子輸送層を一様
に蒸着し、
前記第２電極が、前記有機層における発光層と電子輸送
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層とを加えた各色膜厚の中での最大値より大きい膜厚と
なるように、前記有機層上に蒸着されることを特徴とす
る有機ＥＬ表示装置の製造方法。
【請求項６】  前記第２電極の形成は、斜め蒸着によっ
てなされることを特徴とする請求項３～５のいずれか１
項に記載の有機ＥＬ表示装置の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、有機ＥＬ（エレク
トロルミネッセンス）表示装置及びその製造方法に関
し、詳しくは、フルカラー表示を行うための構造を備え
た有機ＥＬ表示装置及びその製造方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】有機ＥＬ表示装置は、有機ＥＬ素子を基
本要素とするもので、平面基板上に形成された有機ＥＬ
素子を点灯又は非点灯することで、画像表示を行うもの
である。有機ＥＬ素子とは、所定面積の電極を対向配置
して、一方を正電圧が印加される陽極、他方を負電圧が
印加される陰極とし、この電極間に有機発光材料からな
る発光層を含む有機層を介在させたものであり、電極間
に電圧を印加することで、陰極から電子が、陽極から正
孔がそれぞれ発光層に注入され、この発光層中で電子－
正孔の再結合が起こることにより発光が生じる面発光素
子である。この有機ＥＬ素子を単位面発光要素として平
面基板上にマトリクス状に形成し、これをドットマトリ
クス駆動することにより、高精細な画像が表示できるフ
ラットパネルディスプレイ装置を形成することができ
る。
【０００３】また、有機発光材料の研究によって、色純
度の高いＲ，Ｇ，Ｂ各発光色を示す有機ＥＬ素子が開発
されたことを受けて、この各色発光素子を画素毎に配設
して、フルカラー表示を行う有機ＥＬ表示装置が開発さ
れている。図４及び図５は、その一例を示すもので、ア
クティブマトリクス駆動によってフルカラー表示を行う
有機ＥＬ表示装置の構造を示している。図４はその構造
を示す説明図であり、図５はそのｘｘ断面の概略図であ
る。
【０００４】これらの図において、透明なガラス等から
成る基板１上には、トランジスタ・エリアＴにＴＦＴの
半導体層が形成されており、更にはＩＴＯ等の透明導電
材料からなる複数の第１電極２（陽極）が１画素Ｖ毎に
独立して形成されている。この第１電極２間の基板１上
には、一方向にデータラインＬ１と電源ラインＬ２が形
成されており、これらと直交する方向に走査ラインＬ３
が形成されている。また、これら各ラインが形成された
第１電極２の間には、ポリイミド等からなる絶縁膜３が
形成されている。そして、この第１電極２上に、複数の
有機層４が形成され、その有機層４の上を覆って、Ａｌ
等からなる第２電極（陰極）５が形成されている。
【０００５】第１電極２上に形成された有機層４の構造
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を図５によって説明すると（ここでは、上述の各ライン
Ｌ１，Ｌ２，Ｌ３を省略している。）、基板１上の第１
電極２及び絶縁膜３上に、正孔注入層４０と正孔輸送層
４１が形成されており、その正孔輸送層４１上に、第１
色目となる第１電極２上の領域が選択されて、その領域
に第１の発光層４２ａ，電子輸送層４３ａ，電子注入層
４４ａが順次形成されている。更に、第２色目として選
択された第１電極２上の領域に、第２の発光層４２ｂ，
電子輸送層４３ｂ，電子注入層４４ｂが順次形成され、
第３色目として選択された第１電極２上の領域には、第
３の発光層４２ｃ，電子輸送層４３ｃ，電子注入層４４
ｃが順次形成されている。そして、このような各色毎に
選択された領域に形成された有機層を連ねて有機層４を
形成しており、この有機層４の上を覆って第２電極５が
形成され、この第２電極５と第１電極２との交差領域に
おいて、各色の発光領域４５ａ，４５ｂ，４５ｃが形成
されている。
【０００６】ここで、上述した有機層４は、発光領域４
５ａ，４５ｂ，４５ｃを完全に包含するために、第１電
極２上だけでなく絶縁膜３上にも重ねて形成しており、
これによって充分な発光量を確保している。そして、有
機層４の上を覆って第２電極５を形成するためには層の
連続性を確保する必要があり、そのために、各色毎に選
択された領域を連ねて連続した層を形成している。
【０００７】上述の説明では、アクティブマトリクス型
の有機ＥＬ表示装置を例にして説明したが、単純マトリ
クス（パッシブ）型の有機ＥＬ表示装置も、その構造自
体には大きな違いはない。この場合、透明なガラス等か
ら成る基板１上には、ＩＴＯ等の透明導電材料からなる
複数の第１電極２（陽極）がストライプ状に形成され、
これらの第１電極２の間にはポリイミド等からなる絶縁
膜３が形成されている。そして、この第１電極２と直交
して、複数の有機層４がストライプ状に形成され、その
有機層４の上を覆って、Ａｌ等からなる第２電極（陰
極）５がストライプ状に形成されることになる。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】上述した有機ＥＬ表示
装置は、色バランスの良いフルカラー表示を行うため
に、赤（Ｒ），緑（Ｇ），青（Ｂ）の各色に対応する、
第１の発光層４２ａ，電子輸送層４３ａ，電子注入層４
４ａ、第２の発光層４２ｂ，電子輸送層４３ｂ，電子注
入層４４ｂ、及び第３の発光層４２ｃ，電子輸送層４３
ｃ，電子注入層４４ｃについて、その膜厚を各色毎に異
ならせて形成している。これは、有機発光材料の発光効
率が色毎に異なることを考慮に入れたもので、発光効率
の低い色に対しては膜厚を厚くして、同一駆動電圧及び
電圧印加時間に対して色毎の発光量に違いが生じないよ
うに設定している。図５に示す例では、発光層及び電子
輸送層の膜厚を異ならせており、第１色目の膜厚ｔ

ａ
，

第２色目の膜厚ｔ
ｂ
，第３色目の膜厚ｔ

ｃ
を、各色の発
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光効率を考慮して、ｔ

ａ
＞ｔ

ｂ
＞ｔ

ｃ
となるように設定

している。層厚の設定は、形成時の蒸着時間を調整する
ことで行われる。
【０００９】このように発光効率に対する調整が行われ
た有機ＥＬ表示装置では、図５のａ

１
～ａ

４
の各部に示

されるように、各色毎に選択された領域の境界部分で有
機層４の表面に段差が生じてしまう。これに対して、有
機層４上に形成する第２電極５は、通常、各有機層の形
成と同様に基板に対して真下に蒸着源を配置して電極材
料を蒸着させているので、段差が形成された境界部分に
は必要な厚さの電極層を形成することができない。
【００１０】このために、この段差が形成された部分で
は、第２電極５の層厚が局部的に薄くなって抵抗値が大
きくなり、各色の発光特性を低下させる原因になり、ま
た、ａ

１
及びａ

４
の各部に示すように段差が大きい部分

では、第２電極５に断線が生じ、これによって非発光部
分が形成される原因にもなっていた。具体例を示すと、
発光層をＲ＝４０ｎｍ，Ｇ＝３０ｎｍ，Ｂ＝２５ｎｍ、
電子輸送層をＲ＝４０ｎｍ，Ｇ＝２５ｎｍ，Ｂ＝２０ｎ
ｍと設定して蒸着し、電子注入層を蒸着後に、第２電極
を６０ｎｍに設定して基板の真下に蒸着源を配置して蒸
着を行った場合に、発光不良又は非発光の箇所が確認さ
れた。
【００１１】つまり、従来のフルカラー表示を行う有機
ＥＬ表示装置では、第２電極が形成される有機層の表面
を平坦に形成した場合には、各色の発光層に発光効率の
差があって、要求される色バランスやコントラストを得
にくいという問題があり、これを解消するために、各色
毎の発光層或いは電子輸送層に膜厚の差を形成した場合
には、有機層上に形成される第２電極の膜厚が局所的に
薄くなって、表示不良や画素欠陥が発生するといった不
具合が生じるという問題があることから、充分に質の高
い画像を表示することができなかった。
【００１２】本発明は、このような問題に対処するため
に提案されたものであって、高品質のフルカラー表示を
行うための構造を備えた有機ＥＬ表示装置及びその製造
方法を提供することを目的とするものである。
【００１３】
【課題を解決するための手段】上述した目的を達成する
ために、本発明は以下の特徴を具備する。
【００１４】請求項１に係る発明では、基板上に形成し
た複数の第１電極と、該第１電極上に形成した正孔輸送
層，ＲＧＢ何れかの色を発光する発光層及び電子輸送層
を含む有機層と、該有機層上を覆って形成された第２電
極とからなる有機ＥＬ表示装置において、前記有機層は
各色毎に選択された領域を連ねた層に形成され、前記第
２電極は、その膜厚を前記有機層における発光層と電子
輸送層とを加えた各色膜厚の中での最大値より大きい膜
厚値とすることを特徴とする。
【００１５】請求項２に係る発明では、基板上に形成し
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た複数の第１電極と、該第１電極上に形成した正孔輸送
層，ＲＧＢ何れかの色を発光する発光層及び電子輸送層
を含む有機層と、該有機層上を覆って形成された第２電
極とからなる有機ＥＬ表示装置において、前記有機層は
各色毎に選択された領域を連ねた層に形成され、前記電
子輸送層は各色毎に選択された領域に形成される第１の
層と各色共通に形成される第２の層とからなることを特
徴とする。
【００１６】請求項３に係る発明では、基板上に複数の
第１電極を形成し、該第１電極上に正孔輸送層，ＲＧＢ
何れかの色を発光する発光層及び電子輸送層を含む有機
層を形成し、該有機層上を覆って第２電極を形成する有
機ＥＬ表示装置の製造方法において、前記有機層を各色
毎に選択した領域を連ねた層に形成し、前記第２電極
を、前記有機層における発光層と電子輸送層とを加えた
各色膜厚の中での最大値より大きい膜厚となるように、
前記有機層上に蒸着することを特徴とする。
【００１７】請求項４に係る発明では、基板上に複数の
第１電極を形成し、該第１電極上に正孔輸送層，ＲＧＢ
何れかの色を発光する発光層及び電子輸送層を含む有機
層を形成し、該有機層上を覆って第２電極を形成する有
機ＥＬ表示装置の製造方法において、前記有機層を各色
毎に選択した領域を連ねた層に形成するにあたって、各
色毎に選択された領域に第１の電子輸送層を蒸着した
後、各色共通に第２の電子輸送層を一様に蒸着すること
を特徴とする。
【００１８】請求項５に係る発明では、基板上に複数の
第１電極を形成し、該第１電極上に正孔輸送層，ＲＧＢ
何れかの色を発光する発光層及び電子輸送層を含む有機
層を形成し、該有機層上を覆って第２電極を形成する有
機ＥＬ表示装置の製造方法において、前記有機層を各色
毎に選択した領域を連ねた層に形成するにあたって、各
色毎に選択された領域に第１の電子輸送層を蒸着した
後、各色共通に第２の電子輸送層を一様に蒸着し、前記
第２電極が、前記有機層における発光層と電子輸送層と
を加えた各色膜厚の中での最大値より大きい膜厚となる
ように、前記有機層上に蒸着されることを特徴とする。
【００１９】請求項６に係る発明では、上述の有機ＥＬ
表示装置の製造方法において、前記第２電極の形成は、
斜め蒸着によってなされることを特徴とする。
【００２０】上述の特徴を有する本発明は、以下の作用
を呈するものである。
【００２１】請求項１及び３に係る発明によると、有機
層に段差が生じた場合でも、その上に形成される第２電
極の膜厚をその段差よりも厚くすることで、段差部分で
電極が切断することを防止している。有機層における発
光量の調整は、主に発光層と電子輸送層の厚さを調整す
ることでなされるので、有機層に形成される段差の最大
値は、発光層と電子輸送層とを加えた各色膜厚の中での
最大値より小さくなる。第２電極の厚さをこの最大値以
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上に設定すると、段差を形成する下側の表面上に形成さ
れる電極の厚さが段差を形成する上側の表面より高くな
るので、その上側の表面上に形成される電極層と下側の
表面に形成される電極層とは常に繋がった状態を確保で
きる。第２電極を蒸着によって形成する場合には、蒸着
時間を調整することによって膜厚を上述の厚さに設定す
る。
【００２２】請求項２及び４に係る発明によると、有機
層における発光層と第１の電子輸送層を各色毎に異なる
厚さに形成して発光量の調整を行ったものに対して、第
１の電子輸送層として用いた材料と同じ材料又は異なる
材料を用いて、第１の電子輸送層上に各色共通に一様な
第２の電子輸送層を形成しており、各色毎に形成された
発光層及び第１の電子輸送層によって形成された段差
は、第２の電子輸送層を設けることによって段がなだら
かになる。これによって、有機層上に形成される第２電
極の段差はほぼ無くなる。
【００２３】請求項５に係る発明は、有機層における正
孔輸送層，発光層及び電子注入層の各層を各色毎に異な
る厚さに形成して発光量の調整を行った場合のように、
有機層に大きな段差が形成されたものに対処するもので
ある。これによると、上述した第２電極の厚さを厚くす
る対処と、各色毎の第１の電子輸送層上に各色共通の第
２の電子輸送層を設ける対処とを併用して、有機層上に
形成される第２電極をほぼ均一な層にしている。
【００２４】請求項６に係る発明によると、更に、第２
電極の形成に斜め蒸着を採用することで、段差部分に対
しても充分な膜厚を確保している。また、有機層表面に
形成される段差は一方向には形成されない場合もあるの
で、複数の方向性を有する斜め蒸着を採用することが有
効である。
【００２５】上述した各請求項に係る発明は、基板上に
形成した複数の第１電極と、該第１電極上に形成した正
孔輸送層，ＲＧＢ何れかの色を発光する発光層及び電子
輸送層を含む有機層と、該有機層上を覆って形成された
第２電極とからなる有機ＥＬ表示装置及びその製造方法
において、まず、有機層が各色毎に選択された領域を連
ねた層に形成されているので、有機層は第１及び第２電
極間に形成される発光領域を完全に包含するように形成
されており、発光領域を密に形成して高密度化を図った
としても充分な発光量を確保することができる。また、
各色毎に選択された領域において有機層の厚さを異なら
せて発光量の調整を行った場合であっても、上述のよう
に有機層上に形成される第２電極の膜厚は充分な厚さに
形成することができる。したがって、色バランス及びコ
ントラストを良好にでき、表示不良や画素欠陥が生じる
ことが無く、また高密度の表示が可能となるので、高品
質のフルカラー表示を行うことができる。
【００２６】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施形態を図面を
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7
参照して説明する（なお、従来と同一の部分には同一の
番号を付して一部重複した説明は省略する。）。図１は
本発明における第１の実施形態に係る有機ＥＬ表示装置
の構造を示す説明図である（ここでは、図５と同様に各
ラインＬ１，Ｌ２，Ｌ３は省略している。）。ガラス等
の透明な基板１の一面には、ＩＴＯ等の透明導電材料か
ら成る第１電極２が複数箇所に形成されている。この第
１電極２間の基板１上には、ポリイミド等から成る絶縁
膜３が、第１電極２の周辺を若干覆うように形成されて
いる。
【００２７】また、複数の第１電極２間を跨って、第１
電極２及び絶縁膜３上に、正孔注入層４０及び正孔輸送
層４１が形成されている。そして、各色毎の領域６０
ａ，６０ｂ，６０ｃが選択されて、それぞれの領域に、
発光層４２ａ，４２ｂ，４２ｃ、電子輸送層４３ａ，４
３ｂ，４３ｃ、電子注入層４４ａ，４４ｂ，４４ｃが形
成され、これらの正孔注入層，正孔輸送層，発光層，電
子輸送層，電子注入層からなる有機層は、各色毎に選択
された領域６０ａ，６０ｂ，６０ｃを連ねて連続層を形
成している。なお、ここでは、発光層と第１電極間に形
成される層を正孔注入層４０及び正孔輸送層４１の２層
形態としているが、本実施形態及び後述する各実施形態
において、正孔注入層４０及び正孔輸送層４１は、第１
電極からの正孔注入，正孔輸送，発光層への正孔注入を
行う単層の正孔輸送層としたものでもよい。
【００２８】このように形成した有機層において、第１
色目として選択された領域６０ａには、例えば赤色
（Ｒ）発光を得るための発光層４２ａ及び電子輸送層４
３ａがそれぞれ４０ｎｍの膜厚で形成されており、第２
色目として選択された領域６０ｂには、例えば緑色
（Ｇ）発光を得るための発光層４２ｂ及び電子輸送層４
３ｂがそれぞれ３０ｎｍ，２５ｎｍの膜厚で形成されて
おり、第３色目として選択された領域６０ｃには、例え
ば青色（Ｂ）発光を得るための発光層４２ｃ及び電子輸
送層４３ｃがそれぞれ２５ｎｍ，２０ｎｍの膜厚で形成
されている。このように発光層及び電子輸送層を各色毎
に異ならせて形成することで、各色の発光効率の違いを
解消しているが、これによって、上述したように有機層
の表面には、各色毎に選択された領域６０ａ，６０ｂ，
６０ｃの境界において段差が形成されている。
【００２９】この有機層上には、最上層の電子注入層４
４ａ，４４ｂ，４４ｃを覆うように、Ａｌ等から成り反
射電極として作用する第２電極５０を形成する。そし
て、第１電極２及び第２電極５０間に駆動電圧を印加す
ることによって、各色毎に選択された領域６０ａ，６０
ｂ，６０ｃにおける発光領域４５ａ，４５ｂ，４５ｃか
ら、基板１を介してＲＧＢの各発光色を選択的に得る。
【００３０】ここで、本実施形態においては、第２電極
５０の膜厚ｔeを発光層と電子輸送層とを加えた各色膜
厚の中での最大値ｔ

ｍ
より大きく設定している。上述し
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た各層の設定例に従うと、第２電極５０の膜厚ｔeは、
８０ｎｍより大きく、好ましくは１００ｎｍ程度に設定
される。これにより、有機層上に段差が形成されている
状態においても、第２電極５０の膜厚は段差による影響
が殆どなくなり、局部的に薄い部分や断線箇所が形成さ
れない。
【００３１】上述した第１実施形態に係る有機ＥＬ表示
装置の製造方法をアクティブ型（アクティブマトリクス
駆動）の装置を例に説明する。
【００３２】（第１電極及び絶縁膜形成工程）透明ガラ
ス製の基板１の一面に対して、透明導電材料、例えばＩ
ＴＯをスパッタリング等の物理的成膜法によって成膜
し、既知のリソグラフィ技術及びエッチング技術によっ
て、画素毎に区画されたの第１電極２を形成する。次
に、この第１電極２の形成領域を選択的に覆った状態で
基板１上に絶縁材料（ポリイミド等）をスピンコート法
等によって塗布し、複数の第１電極２の間に絶縁膜３を
形成する。
【００３３】（正孔注入層及び正孔輸送層形成工程）次
いで、所定のマスクを用いて、第１電極２及び絶縁膜３
上に正孔注入層４０を全面蒸着する。また、その正孔注
入層４０上に正孔輸送層４１を全面蒸着する。
【００３４】（各色発光層，電子輸送層及び電子注入層
形成工程）次いで、第１色目の選択領域が開口したパタ
ーンを有するマスクを基板上にセットし、第１色目、例
えばＲの発光層４２ａを正孔輸送層４１上に蒸着する。
この際、蒸着時間の調整により膜厚を例えば４０ｎｍに
設定する。引き続きマスクを維持して、電子輸送層４３
ａを所望の膜厚、例えば４０ｎｍとなるように蒸着した
後、電子注入層４４ａを所望の膜厚に形成する。その後
は、マスクを変更するか或いは上記のマスクをスライド
させて、第２色目（Ｇ）の領域を選択的に開口させ、発
光層４２ｂを例えば３０ｎｍの膜厚で蒸着させ、電子輸
送層４３ｂを例えば２５ｎｍの膜厚で蒸着させた後、電
子注入層４４ｂを所望の膜厚に形成する。更に、マスク
を変更するか或いは上記のマスクをスライドさせて、第
３色目（Ｂ）の領域を選択的に開口させ、発光層４２ｃ
を例えば２５ｎｍの膜厚で蒸着させ、電子輸送層４３ｃ
を例えば２０ｎｍの膜厚で蒸着させた後、電子注入層４
４ｃを所望の膜厚で形成する。
【００３５】（第２電極形成工程）次に、マスクを上述
の正孔注入層及び正孔輸送層形成工程で用いたものと同
様のものに変更して、電子注入層上にＡｌ等の金属材料
を全面蒸着させて第２電極５０を形成する。この際、第
２電極５０の膜厚ｔ

ｍ
は、上述したように発光層と電子

輸送層とを加えた各色膜厚の中での最大値より大きい膜
厚値に設定され、この膜厚が得られるように蒸着時間が
設定される。また、この第２電極５０の形成には、複数
の方向性を有する斜め蒸着が有効であり、これよって、
段差が形成された箇所においても充分な膜厚の第２電極
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9
層を形成することができる。複数の方向性を有する斜め
蒸着については、既知の各種方法を採用することができ
るが、特に、基板に対して斜め下方に複数の蒸着源を配
置する方法や基板に対して斜め下方に蒸着源を配置して
基板を回転させる方法等をあげることができる。
【００３６】次に、図２によって、本発明における第２
の実施形態を説明する。なお、第１の実施形態と同様の
説明箇所については、同一の符号を付して一部重複した
説明を省略する。
【００３７】本実施形態によると、各色発光層の上に形
成される電子輸送層の構造及び形成方法に特徴があり、
電子輸送層を各色毎に形成される層と各色共通に形成さ
れる層の複数層で形成したものである。つまり、第１色
目の選択領域６０ａには、発光層４２ａ上に第１の電子
輸送層４６ａが例えば２０ｎｍの膜厚で形成されてお
り、第２色目の選択領域６０ｂには、発光層４２ｂ上に
第１の電子輸送層４６ｂが例えば５ｎｍの膜厚で形成さ
れている。また、第３色目の選択領域６０ｃには、第１
の電子輸送層は形成しない。そして、その上に、各色共
通の電子輸送層４７を例えば２０ｎｍの膜厚で一様に形
成し、更にその上に、電子注入層４４及び第２電極５１
を所望の膜厚で形成する。
【００３８】この実施形態によると、各色毎に必要とな
る電子輸送層の膜厚は、第１の電子輸送層４６ａ，４６
ｂと第２の電子輸送層４７との和によって得られるよう
にしている。そして、第１の電子輸送層４６ａ，４６ｂ
が形成された段階で生じた急峻な段差が、各色共通な第
２の電子輸送層４７を設けることによりなだらかにな
る。これにより、その上に電子注入層４４を介して形成
される第２電極５１は、段差の影響を受け難くなり、局
部的に薄い部分や断線した部分が形成されなくなる。
【００３９】上述の第２実施形態に係る有機ＥＬ表示装
置の製造方法を第１実施形態と同様にアクティブ型の装
置を例に説明する。第１電極及び絶縁膜形成工程，正孔
注入層及び正孔輸送層形成工程は第１実施形態と同様で
ある。その後は、第１色目の選択領域が開口したパター
ンを有するマスクを基板上にセットし、第１色目の発光
層４２ａを正孔輸送層４１上に例えば４０ｎｍの膜厚で
蒸着する。引き続きマスクを維持して、第１の電子輸送
層４６ａを所望の膜厚、例えば２０ｎｍとなるように蒸
着する。その後、マスクを変更するか或いは上記のマス
クをスライドさせて、第２色目の領域を選択的に開口さ
せ、発光層４２ｂを例えば３０ｎｍの膜厚で蒸着させ、
更に第１の電子輸送層４６ｂを例えば５ｎｍの膜厚で蒸
着させる。更に又、マスクを変更するか或いは上記のマ
スクをスライドさせて、第３色目の発光層４２ｃを例え
ば２５ｎｍの膜厚で蒸着させる。
【００４０】次に、マスクを上述の正孔注入層及び正孔
輸送層形成工程で用いたものと同様のものに変更して、
各色共通の電子輸送層４７を第１の電子輸送層４６ａ，
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４６ｂと同様の材料又は異なる材料で例えば２０ｎｍの
膜厚に全面蒸着する。そして、このマスク状態を維持し
て、電子注入層４４及び第２電極５１を所望の膜厚で全
面蒸着する。この第２電極５１の形成には、第１実施形
態と同様に複数の方向性を有する斜め蒸着が有効であ
る。
【００４１】次に、図３によって、本発明における第３
の実施形態を説明する。なお、上述の実施形態と同様の
説明箇所については、同一の符号を付して一部重複した
説明を省略する。
【００４２】本実施形態は、有機層に形成される段差が
大きい場合に有効であり、例えば、発光層を形成する材
料の種類によって各色毎の発光効率に大きな差があり、
これを解消するために、各色毎に選択された領域に形成
する有機層を正孔輸送層，発光層，電子輸送層の３層に
おいて各色毎に膜厚を異ならせる必要がある場合等に有
効である。これによると電子輸送層を各色毎に形成され
る層と各色共通に形成される層の複数層で形成する共
に、第２電極の膜厚を発光層と電子輸送層とを加えた値
の最大値より厚く形成したものである。
【００４３】つまり、第１色目の選択領域６０ａには、
第１色目の正孔輸送層４１ａが例えば４０ｎｍの膜厚で
形成され、発光層４２ａが４０ｎｍの膜厚で形成され、
その上に第１の電子輸送層４６ａが例えば２０ｎｍの膜
厚で形成されており、第２色目の選択領域６０ｂには、
第２色目の正孔輸送層４１ｂが例えば２５ｎｍの膜厚で
形成され、発光層４２ｂが３０ｎｍの膜厚で形成され、
その上に第１の電子輸送層４６ｂが例えば５ｎｍの膜厚
で形成されている。また、第３色目の選択領域６０ｃに
は、第３色目の正孔輸送層４１ｃが２０ｎｍの膜厚で形
成され、発光層４２ｃは２５ｎｍの膜厚で形成され、こ
こには第１の電子輸送層は形成しない。そして、その上
に、各色共通の電子輸送層４７を例えば２０ｎｍの膜厚
で一様に形成し、更にその上に、電子注入層４４を所望
の膜厚で形成する。
【００４４】ここで、電子注入層４４を覆うように形成
される第２電極５２の膜厚ｔeは発光層と電子輸送層と
を加えた各色膜厚の中での最大値ｔ

ｍ
より大きく設定さ

れる。上述した各層の設定例に従うと、第２電極５２の
膜厚ｔ

ｍ
は、８０ｎｍより大きく、好ましくは１００ｎ

ｍ程度に設定される。これにより、有機層上に大きな段
差が形成されている状態においても、第２電極５０の膜
厚は段差による影響が殆どなくなり、局部的に薄い部分
や断線箇所が形成されない。
【００４５】上述の第３実施形態に係る有機ＥＬ表示装
置の製造方法を説明すると、正孔輸送層が形成される段
階で各色毎の領域が選択されることを除けば、上記の第
２実施形態における製造方法と同様であり、第２電極５
２を形成する際に、その膜厚が、ｔe＞ｔ

ｍ
となるよう

に設定される。なお、当然ながら、本実施形態において
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11
も、第２電極５２の形成には上述の実施形態と同様に複
数の方向性を有する斜め蒸着が有効である。
【００４６】上述の各実施形態によると、各色毎に選択
される領域６０ａ，６０ｂ，６０ｃを平面基板上でマト
リクス状に配設することによって、フルカラーディスプ
レイを構成することができる。そして、各色毎に選択さ
れる領域６０ａ，６０ｂ，６０ｃは上述のように連続し
た有機層を形成しているので、各画素を高密度に形成で
きると共に充分な発光領域を確保することができ、高輝
度・高精細なディスプレイを形成することができる。ま
た、各色毎の領域においては、各色毎の発光層に発光効
率の違いが有ることを考慮に入れて、発光量に寄与する
有機層（発光層及び電子輸送層、或いは正孔輸送層）の
膜厚を異ならせて形成しているので、各色毎の駆動条件
を調整することなく、色バランス及びコントラストの良
好なフルカラー表示を実行することが可能になる。そし
て、各色毎の有機層膜厚の設定によって形成される有機
層表面の段差に対しては、その段差が有機層表面に形成
される第２電極の膜厚に影響しないように構成している
ので、第２電極に不良抵抗箇所や断線箇所が形成される
ことはなく、表示不良や画素欠陥といった不具合を完全
に無くすことができる。したがって、上述の各実施形態
により構成される有機ＥＬディスプレイ装置は高品質の
フルカラー表示を実行することが可能になる。
【００４７】尚、上述の説明では、主にアクティブ型
（アクティブマトリクス駆動）の装置を例に説明してい
るが、本発明の構造及び製造方法は、これに限定される
ものではなく、ストライプ状の透明電極を平行配置した
パッシブ型（単純マトリクス駆動）の有機ＥＬディスプ
レイにも適用可能である。また、第１電極を透明電極，
第２電極を反射電極として、透明基板を介して表示を行
うものを例にあげて説明しているが、その逆に、第１電
極を反射電極、第２電極を透明電極として、基板と逆側
に表示するものであっても、同様の作用を奏することが
できる。
【００４８】 *
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*【発明の効果】本発明は前記のように構成されるので、
基板上に形成した複数の第１電極と、該第１電極上に形
成した正孔輸送層，ＲＧＢ何れかの色を発光する発光層
及び電子輸送層を含む有機層と、該有機層上を覆って形
成された第２電極とからなる有機ＥＬ表示装置及びその
製造方法において、色バランス及びコントラストを良好
にでき、表示不良や画素欠陥が生じることが無く、また
高密度の表示が可能となるので、高品質のフルカラー表
示を行うことが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明における第１の実施形態に係る有機ＥＬ
表示装置の構造を示す説明図である。
【図２】本発明における第２の実施形態に係る有機ＥＬ
表示装置の構造を示す説明図である。
【図３】本発明における第３の実施形態に係る有機ＥＬ
表示装置の構造を示す説明図である。
【図４】アクティブマトリクス駆動によってフルカラー
表示を行う有機ＥＬ表示装置の構造を示す説明図であ
る。
【図５】図４におけるｘｘ断面の概略図である。
【符号の説明】
１  基板
２  第１電極
３  絶縁膜
４  有機層
４０  正孔注入層
４１  正孔輸送層
４２ａ，４２ｂ，４２ｃ  発光層
４３ａ，４３ｂ，４３ｃ  電子輸送層
４４，４４ａ，４４ｂ，４４ｃ  電子注入層
４５ａ，４５ｂ，４５ｃ  発光領域
４６ａ，４６ｂ  第１の電子輸送層
４７  第２の電子輸送層
５，５０，５１，５２  第２電極
６  絶縁膜
６０ａ，６０ｂ，６０ｃ  （各色毎に選択された）領域

【図４】
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